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鳥取県ずには東より岩井，鳥取，吉岡，浜村，勝見，東郷，浅津，三朝，

関金，皆生の諸温泉が湧出し，真正の好温泉藻類を求めて 300C以上の温泉

湧出口から人工の加わらな

いところに発生する藻類の

研究を行った。本研究には

神戸大学教授広瀬弘幸氏の

指導によるところが多く特

記して感謝の意を表し又岡

山大学温泉研究所(三朝)御

船政明氏に何かと御世話に

なった.
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Fig. 1. _鳥取懸に於ける温泉分布格闘

各温泉の梅観

1. 岩井温泉群山陰線岩美駅東南4km3アC， pH=7.4~襲被は Phormi­

dium Corium及びP.luridumで.僅かにLyngbyaluteaが混生する。

2. 鳥取温泉群 鳥取市にあり沖積層から湧出しポシプで揚湯浴槽に引

く，木島温泉では貯湯槽の側面に附着する。 37"C，pH= 7.5で Phormidium

αriumが多く藻被を形成し僅かに P.luridumの混生を見る。
&吉岡温泉群 鳥取市吉岡温泉町，湖山池の南西花嗣岩からなる中央

の谷から湧出する株湯で使い湯として利用されておる 5TC，pH=7.9その内

壁の藻被で Synechococcuslividusのみ生育する。

4.浜村温泉群 山陰線浜村駅前で本研究の対象となる温泉藻類の生育
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場所はない。

5. 勝見温泉群 浜村駅の南側で，斑i伏花闘岩丘陵の仰|から湧く温泉Jff
で，(a)畜産加工所の泉掠 680C，pH = 7.4藻肢は Mastigocladuslaminosus， 

Synechococcus lividus の 2 種が独立又は混生 し群塊をな し両者 とも 52~560

Cの位置が最優勢であり 65
0

Cで僅かながら発育する。 両種とも温泉特産種

である。 (b)鈴木虎一氏源泉620C，pH=7.4前同様2種が優勢に発育する。

6.東郷温泉群 山陰線松崎駅前，東郷湖南岸に湧出の塩類泉であるが

本研究に適当なる温泉が少なく谷水旅館の北の源泉で 380C，pH = 7.4 Masti-
gocladus laminosusのみで碇藻類も検し得た。

7. j室津温泉群 東郷湖西岸沖積層の湖底温泉で 6カ所ある。 (a)北沢

三郎氏商の源泉 560C，pH= 7.4 Synechococcus lividus， Mastigocladus lami-

nosusの2種で共に優勢である。 偽)同氏東の源泉510C，pH= 7.3 Mastigocla-

dus lmninosus， Synechococcus lividusの2種が優勢である。.(c)竹内すね氏

源泉430C，pH = 7.2 Oscillatoria acuminata ¥1佐 1種が優勢である。(d)湯村朝

子氏源泉560C，pH= 7.4 Synechococcus lividus， Mastigocladus laminosus・

Phormidium luridum及び P.beρρuensisを得た。(e)山崎寿氏源泉470C，

pH= 7.4 Oscillatoria acuminata， Phormidium be.ρμtensis， Lyngbya lutea 

等の藍藻を得， 又羽比~自の珪藻が混生する。 (f) 杉本芳信氏海泉 450C， pH = 7.4 

Oscillatoria Cortiana， Phormidiωn luridum及び P.viscosum 等の藍藻

類が主で他に羽欲目の碓藻数種が混生する。

8. 三朝温泉群 t山陰線上井駅よ

り南東 10km，花開岩地にl峡谷を作っ

て西北に流れる三朝日lの沿岸にあり ，

放射能含有量世界第1の名j毘泉である

が，本研究の目的に合した場所として

は3カ所である。 (a)河原湯 (Fig.2)泉

温 530C，pH = 7.0露天浴槽で竹の導管

の内側に着生する Mastigocladusla-

minosus， Synechococcus elongatus 

var. indefinitusの2種が単独又は混

生して移しく発育しまれに Anabaena

sp.が混生する。 (b)三i閉館前河原湯，
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Fig.2. 三朝 :河原湯…湯は竹の

~J を J凪 p 宥の?谷 rWiに入る
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泉温 480C，pH = 6.8三朝川の治水により 淡水が入 り込む Oscillatoriaconst-

ricta var. tenuis， O. curviceps， O. tenuis var. ter gestinaが多くj藍かに

Synechococcus lividusが混生し稀に Anabaenasp.が発見される。又羽i伏目

磁謀が混生するがこの温泉の部被は OsciII atori aであるのは面白い。 (c)国

立三朝療養所前の源泉，泉温 39"C，pH= 7.4藍諜では Phormidiumlamino-

sus一種，緑藻の Microsρorasp.と接合誌の Mougeotiasp. Cosmarium sp 

とが混生し後者を除き前2種はかなり優勢に繁茂する様子は他に見られない

謀説{の形成でらる。

9.関金温泉群 倉吉から小鴨川に沿って 8km東南に入り込んだ峡谷

で花|荷揚の告IJ ~ から自 l直し放射能単純祖泉で温度は低い。 (a) 視治地上の自然

湧出泉源，泉iillt380C， pH = 7.3 Oscillatoria princeρs var. minor， O. Cortiana 

でOscillatoriaの藻被形成である。 (b)伊藤長房氏温泉，泉洞 36，....，380C，pH = 

7.4 Pleurocapsa minorが催占種で Oscillatoriasρlendidαが混じ Phormi-

αmo:roxr臨むXJXJ:f:1.m
θ 
cr:疋エロEロロ工口D
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Fig.3.説明

1. Synechococcus lividtts COPEL-
AND. (x 250) 2. S. elongαtus NAG. 
var. indefinittts EMOTO et HIRO-
SE(x250) Plαγocαpsα?n"伽0γHA'
NSG (x 250) 3. J¥!IαsUgocladus la-
minosus COHN. 4. a.糸:J犬休の先端
部.b.糸状体の"':"'ffii，分校状態を示
す(x 250) 5. Anabaenαsp. (x250) 
6.A冗αbαenαsp.(x 16司 7.A冗αbα・
6ηαsp. (x 165) 8. Osculαtoγ!的 sp-
lendidαGREV.ヨb再指1m(x 250) 9. O. 
princeps V AUCH. var.旬t'l:no?'Yo司
NEDA先端古ii(x165)10.0.cuγvi-
ceps AG. var. miπ01' EMOTO et 
HmOSE a.先端部 b.J白川li(x250)
11. O.αcumi仇αtαGOM.先端部 (x

250) 12. O. constγictαSAZAFER 
var. temt'is EMOTO et HmOSE 
(x 250) 13. O. Cort'iα叩α(MENEGH)
GOM.先端ji1i( x 165). 
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.1:し取1M，下 の温泉談lfiIi分布表

最f応
古 I~ Jlf 1I2 E 明 民f在1 

混 痕 名
引 )11 凶 ill加 鈴郷

北沢 北1f1! 
竹 r品 山将 Ii'J 

三白両、司18 116司車3 書一主里ffi
.， 10' 

伊勝 木品 務鈴 鹿工所 木 zヰb千 丙Jl[ 内村 崎洋よ r、" ざ l陪|

i i 
地泉霊ま子

食 放Iji

娘 慣 グ臨 'J I 11 'ノ ν "1  '/ 1同9BIH一 '1 I IJ " 

~j.! j~ j~ 

泉 話4 c 37 1 37 67 152
庇
-印
628825~ 6 61 143 

401 4) o3 1 48 39138 30剖-

pH 74 7.5 7.9 7.4 7.4 7.4 74 7.3 7.2 ワ474 74 70 6.8 7，) 73 7.4 7.4 

SllnechOCOCClt8 lividlt3 . 1 + + ) + . ) + 1 + + ー+

S/I. eI.ong叫瑚 var.tt，由Fηitlts +ー

Plel.町田a戸α問問or . ， . + 

M田 tigocl.adtUJlam.ino8118 . + 1 + +ト + + + 

A司obaenu-sp. . ， . . ， . + 

An.sp. • I • • • • " 1 + . 
An. sp. • I • ，. . ， . . ， . + 

Osc;[latoT'iαt:;plend剖α . ， . . . ， . + 1+ + 

08. princeps var. m:i.1I.or • I • I • . ， . . + 1+ 

08. curvi四阿 . ， . . ， . • 1 + 

08. curuic町1)3var. mUlor . . ， . . ， . + ・

08. ocnminata . . ， . +・ +・

Os. canstricta sa:.a!cr var. lcnu:ia . ， . . 1+ ・

08. Cortiαnα . . ， . I • . ， . . ， . 。+ . ， . . +・

08. tcnu'臼 var.IDrgestin4 . . ， . +・

Pho円 1t1diamCoru，m + 1+ . ， . 

PI，ι htridr.品川 +1+ . ， . . 1 + . 1 + 

Ph噌加rpplωJI"'" . ， . . 1 + + 、
Ph. "，minOSlLnt . + ， . 

Ph. r臼COS!Lm . ，. . ， . . ， . . 1 + 

Ph. (吋 sp . . ，.・ - ・， . . ， . + 

LynUbyαluteα 4 ・ . ， . + ・

MicTO申oraSp . • L • l ' + ・

Mougoot由 sp. . ， . + ・ ー

Cos-n回 riumSp. . ， . ー .， . +ー

Melosira varian8 ;. + 1 . 

計 26 4 1 2 1 1 2 2 1 1 2 1 1 ~ 1 3 3 1 3 6 1 4 4 1 4 1 3 

会地温泉産刷物主主 4 1 2 1 1 2 l B 12 8 
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Fii.4.説明

1. OsCulataria ten悌iBAG. var. 
t6rgost伽畑区:UTZ).RAB町民.先端
部(x260) 2. PkO'l吻耐伽mCori句協
(AGo) GOM.先端部(x260) 3. P. 
h州制郷町叫 R組問lJ.先端部
(x2切4.P.oo:抑制畑iBYONEDA
先端音量 (x窃0)6. P. lam伽ωum
(~G.) GOl'.ι 先端鵠(x.260) 6. P. 
叫 ωm棚 L団側.先端部(x窃0)7. 
P. (1) sp.先端音量(x2刷 8. Lyng-
11ya lutea (AG.) GOM.糸状体の先
端部及び連鎖体のー官官 (x翻，) 9.. 
M抑・0叩orasp.糸状体のー部&:ぴ
細胞膜のE構造 (x260) 10. Mou-
gω蜘 sp.糸状体の一部(x260)11. 
Cosmα，rium sp. (x 2回) 12. MoZo-
Wt1明T伽~AG. 糸股体の一部 (x
260) 

huF札
問
料
配
臨
V
晶
U
U

自
国
関
関
憐
盟
問
門

dium (?) sp.が交錯生育する.

10. 皆生混泉群米子市海岸で研究の対象となる生育がない。

摘要

j ・~. !泉温3q-伺℃で，最もよく生育するのは 30-650Cで，本研究では

Sキ~(;~OCc悶 tivid:前， Mastigocladl制 lami仰 S附句街。Cが藍藻生育の最高

温度である.

2. . pHは6.8-7.9でその変化は少な〈藍藻類の分布との関係は少ない。

3. 光量との関係は至大である.その他周囲のあらゆる環境や地理的要

素と関係がある。温泉藻類の生育形態として次の5型が挙げられる.

(1) Synechococcus， Mastigocladus共存型.
(2) Oscillatoria型.

(司 Phormidium型.

仏)Pleurocapsa型.

府)Mougeotia， Micrωρora混生型.

-12-
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である。藻被形成上特に主要な種類 として 500C以上の温度では Synecho-

coccus， Mastigocladusの両i弘、500C以下の温泉では Oscillatoria，Phormi-

dium両属が挙げられる。
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